
研究インテグリティ令和５年度フォローアップ調査結果(研究機関(各機関))

機関名 Q1-1 Q1-2 Q1-3 Q2-1 Q2-2 Q2-3 Q3-1 Q3-2 Q3-3 Q4-1 Q4-2 Q4-3 Q5-1 Q5-2 Q5-3 Q6-1 Q6-2 Q6-3 府省 国研

国⽴研究開発法⼈
情報通信研究機構

① - 過年度より、関係者に対して、説明会・研修・セミナー等で、研究インテグ
リティの確保について(研究活動の国際化・オープン化に関するリスク、政府
の対応⽅針や指針の概要、該当機関における関連ルール等について)説明して
いる。

② (a) 本年度より、研究活動の国際化・オープン化に伴う利益相反管理・責務相反
管理をスコープに含む利益相反・責務相反に関する規程を整備している。

② (a) 本年度より、国際化・オープン化に関するリスクマネジメントを担う組織を
明確にする等、研究インテグリティの確保に向けた組織体制を整備してい
る。

② (a) 本年度より、研究インテグリティの確保に向けて、研究者・職員から報告さ
れた情報をもとに組織としてリスクマネジメントする規程等を整備してい
る。

② (a) 本年度より、研究者・職員から報告された情報の事実関係を客観的に確認す
る仕組みを整備している。

② (a) 本年度より、研究者・職員から報告された情報をもとに、リスクを特定・分
析した結果、リスクが⾼いと判断した場合に、リスクが顕在化する前に対処
する仕組みを整備している。

総務省 ○

独⽴⾏政法⼈
酒類総合研究所

① - 過年度より、関係者に対して、説明会・研修・セミナー等で、研究インテグ
リティの確保について(研究活動の国際化・オープン化に関するリスク、政府
の対応⽅針や指針の概要、該当機関における関連ルール等について)説明して
いる。

② (b) 研究活動の国際化・オープン化に伴う利益相反管理・責務相反管理に対応す
るように利益相反・責務相反に関する規程を、本年度中に、整備予定であ
る。

① - 過年度より、国際化・オープン化に関するリスクマネジメントを担う組織を
明確にする等、研究インテグリティの確保に向けた組織体制を整備してい
る。

① - 過年度より、研究インテグリティの確保に向けて、研究者・職員から報告さ
れた情報をもとに組織としてリスクマネジメントする規程等を整備してい
る。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報の事実関係を客観的に確認す
る仕組みを整備している。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報をもとに、リスクを特定・分
析した結果、リスクが⾼いと判断した場合に、リスクが顕在化する前に対処
する仕組みを整備している。

財務省

国⽴研究開発法⼈
理化学研究所

① - 過年度より、関係者に対して、説明会・研修・セミナー等で、研究インテグ
リティの確保について(研究活動の国際化・オープン化に関するリスク、政府
の対応⽅針や指針の概要、該当機関における関連ルール等について)説明して
いる。

① - 過年度より、研究活動の国際化・オープン化に伴う利益相反管理・責務相反
管理をスコープに含む利益相反・責務相反に関する規程を整備・運⽤してい
る。

① - 過年度より、国際化・オープン化に関するリスクマネジメントを担う組織を
明確にする等、研究インテグリティの確保に向けた組織体制を整備してい
る。

① - 過年度より、研究インテグリティの確保に向けて、研究者・職員から報告さ
れた情報をもとに組織としてリスクマネジメントする規程等を整備してい
る。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報の事実関係を客観的に確認す
る仕組みを整備している。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報をもとに、リスクを特定・分
析した結果、リスクが⾼いと判断した場合に、リスクが顕在化する前に対処
する仕組みを整備している。

⽂部科学省 ○

国⽴研究開発法⼈
物質・材料研究機構

① - 過年度より、関係者に対して、説明会・研修・セミナー等で、研究インテグ
リティの確保について(研究活動の国際化・オープン化に関するリスク、政府
の対応⽅針や指針の概要、該当機関における関連ルール等について)説明して
いる。

① - 過年度より、研究活動の国際化・オープン化に伴う利益相反管理・責務相反
管理をスコープに含む利益相反・責務相反に関する規程を整備・運⽤してい
る。

① - 過年度より、国際化・オープン化に関するリスクマネジメントを担う組織を
明確にする等、研究インテグリティの確保に向けた組織体制を整備してい
る。

① - 過年度より、研究インテグリティの確保に向けて、研究者・職員から報告さ
れた情報をもとに組織としてリスクマネジメントする規程等を整備してい
る。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報の事実関係を客観的に確認す
る仕組みを整備している。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報をもとに、リスクを特定・分
析した結果、リスクが⾼いと判断した場合に、リスクが顕在化する前に対処
する仕組みを整備している。

⽂部科学省 ○

国⽴研究開発法⼈
宇宙航空研究開発機構

① - 過年度より、関係者に対して、説明会・研修・セミナー等で、研究インテグ
リティの確保について(研究活動の国際化・オープン化に関するリスク、政府
の対応⽅針や指針の概要、該当機関における関連ルール等について)説明して
いる。

① - 過年度より、研究活動の国際化・オープン化に伴う利益相反管理・責務相反
管理をスコープに含む利益相反・責務相反に関する規程を整備・運⽤してい
る。

① - 過年度より、国際化・オープン化に関するリスクマネジメントを担う組織を
明確にする等、研究インテグリティの確保に向けた組織体制を整備してい
る。

① - 過年度より、研究インテグリティの確保に向けて、研究者・職員から報告さ
れた情報をもとに組織としてリスクマネジメントする規程等を整備してい
る。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報の事実関係を客観的に確認す
る仕組みを整備している。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報をもとに、リスクを特定・分
析した結果、リスクが⾼いと判断した場合に、リスクが顕在化する前に対処
する仕組みを整備している。

⽂部科学省 ○

国⽴研究開発法⼈
海洋研究開発機構

① - 過年度より、関係者に対して、説明会・研修・セミナー等で、研究インテグ
リティの確保について(研究活動の国際化・オープン化に関するリスク、政府
の対応⽅針や指針の概要、該当機関における関連ルール等について)説明して
いる。

① - 過年度より、研究活動の国際化・オープン化に伴う利益相反管理・責務相反
管理をスコープに含む利益相反・責務相反に関する規程を整備・運⽤してい
る。

① - 過年度より、国際化・オープン化に関するリスクマネジメントを担う組織を
明確にする等、研究インテグリティの確保に向けた組織体制を整備してい
る。

① - 過年度より、研究インテグリティの確保に向けて、研究者・職員から報告さ
れた情報をもとに組織としてリスクマネジメントする規程等を整備してい
る。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報の事実関係を客観的に確認す
る仕組みを整備している。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報をもとに、リスクを特定・分
析した結果、リスクが⾼いと判断した場合に、リスクが顕在化する前に対処
する仕組みを整備している。

⽂部科学省 ○

国⽴研究開発法⼈
⽇本原⼦⼒研究開発機構

① - 過年度より、関係者に対して、説明会・研修・セミナー等で、研究インテグ
リティの確保について(研究活動の国際化・オープン化に関するリスク、政府
の対応⽅針や指針の概要、該当機関における関連ルール等について)説明して
いる。

① - 過年度より、研究活動の国際化・オープン化に伴う利益相反管理・責務相反
管理をスコープに含む利益相反・責務相反に関する規程を整備・運⽤してい
る。

① - 過年度より、国際化・オープン化に関するリスクマネジメントを担う組織を
明確にする等、研究インテグリティの確保に向けた組織体制を整備してい
る。

① - 過年度より、研究インテグリティの確保に向けて、研究者・職員から報告さ
れた情報をもとに組織としてリスクマネジメントする規程等を整備してい
る。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報の事実関係を客観的に確認す
る仕組みを整備している。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報をもとに、リスクを特定・分
析した結果、リスクが⾼いと判断した場合に、リスクが顕在化する前に対処
する仕組みを整備している。

⽂部科学省 ○

国⽴研究開発法⼈
防災科学技術研究所

① - 過年度より、関係者に対して、説明会・研修・セミナー等で、研究インテグ
リティの確保について(研究活動の国際化・オープン化に関するリスク、政府
の対応⽅針や指針の概要、該当機関における関連ルール等について)説明して
いる。

① - 過年度より、研究活動の国際化・オープン化に伴う利益相反管理・責務相反
管理をスコープに含む利益相反・責務相反に関する規程を整備・運⽤してい
る。

① - 過年度より、国際化・オープン化に関するリスクマネジメントを担う組織を
明確にする等、研究インテグリティの確保に向けた組織体制を整備してい
る。

① - 過年度より、研究インテグリティの確保に向けて、研究者・職員から報告さ
れた情報をもとに組織としてリスクマネジメントする規程等を整備してい
る。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報の事実関係を客観的に確認す
る仕組みを整備している。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報をもとに、リスクを特定・分
析した結果、リスクが⾼いと判断した場合に、リスクが顕在化する前に対処
する仕組みを整備している。

⽂部科学省 ○

国⽴研究開発法⼈
量⼦科学技術研究開発機構

① - 過年度より、関係者に対して、説明会・研修・セミナー等で、研究インテグ
リティの確保について(研究活動の国際化・オープン化に関するリスク、政府
の対応⽅針や指針の概要、該当機関における関連ルール等について)説明して
いる。

① - 過年度より、研究活動の国際化・オープン化に伴う利益相反管理・責務相反
管理をスコープに含む利益相反・責務相反に関する規程を整備・運⽤してい
る。

① - 過年度より、国際化・オープン化に関するリスクマネジメントを担う組織を
明確にする等、研究インテグリティの確保に向けた組織体制を整備してい
る。

① - 過年度より、研究インテグリティの確保に向けて、研究者・職員から報告さ
れた情報をもとに組織としてリスクマネジメントする規程等を整備してい
る。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報の事実関係を客観的に確認す
る仕組みを整備している。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報をもとに、リスクを特定・分
析した結果、リスクが⾼いと判断した場合に、リスクが顕在化する前に対処
する仕組みを整備している。

⽂部科学省 ○

国⽴研究開発法⼈
国⽴がん研究センター

① - 過年度より、関係者に対して、説明会・研修・セミナー等で、研究インテグリティの
確保について(研究活動の国際化・オープン化に関するリスク、政府の対応⽅針や指
針の概要、該当機関における関連ルール等について)説明している。

① - 過年度より、研究活動の国際化・オープン化に伴う利益相反管理・責務相反管理をス
コープに含む利益相反・責務相反に関する規程を整備・運⽤している。

① - 過年度より、国際化・オープン化に関するリスクマネジメントを担う組織を明確にす
る等、研究インテグリティの確保に向けた組織体制を整備している。

① - 過年度より、研究インテグリティの確保に向けて、研究者・職員から報告された情報
をもとに組織としてリスクマネジメントする規程等を整備している。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報の事実関係を客観的に確認する仕組み
を整備している。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報をもとに、リスクを特定・分析した結
果、リスクが⾼いと判断した場合に、リスクが顕在化する前に対処する仕組みを整備
している。

厚⽣労働省 ○

独⽴⾏政法⼈
国⽴重度知的障害者総合施設
のぞみの園

① - 過年度より、関係者に対して、説明会・研修・セミナー等で、研究インテグリティの
確保について(研究活動の国際化・オープン化に関するリスク、政府の対応⽅針や指
針の概要、該当機関における関連ルール等について)説明している。

② (a) 本年度より、研究活動の国際化・オープン化に伴う利益相反管理・責務相反管理をス
コープに含む利益相反・責務相反に関する規程を整備している。

① - 過年度より、国際化・オープン化に関するリスクマネジメントを担う組織を明確にす
る等、研究インテグリティの確保に向けた組織体制を整備している。

① - 過年度より、研究インテグリティの確保に向けて、研究者・職員から報告された情報
をもとに組織としてリスクマネジメントする規程等を整備している。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報の事実関係を客観的に確認する仕組み
を整備している。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報をもとに、リスクを特定・分析した結
果、リスクが⾼いと判断した場合に、リスクが顕在化する前に対処する仕組みを整備
している。

厚⽣労働省

国⽴研究開発法⼈
国⽴国際医療研究センター

② (a) 本年度より、関係者に対して、説明会・研修・セミナー等で、研究インテグリティの
確保について(研究活動の国際化・オープン化に関するリスク、政府の対応⽅針や指
針の概要、該当機関における関連ルール等について)説明している。

① - 過年度より、研究活動の国際化・オープン化に伴う利益相反管理・責務相反管理をス
コープに含む利益相反・責務相反に関する規程を整備・運⽤している。

① - 過年度より、国際化・オープン化に関するリスクマネジメントを担う組織を明確にす
る等、研究インテグリティの確保に向けた組織体制を整備している。

② (b) 研究インテグリティの確保に向けて、研究者・職員から報告された情報をもとに組織
としてリスクマネジメントする規程等を、本年度中に、整備予定である。

② (b) 研究者・職員から報告された情報の事実関係を客観的に確認する仕組みを、本年度中
に、整備予定である。

② (b) 研究者・職員から報告された情報をもとに、リスクを特定・分析した結果、
リスクが⾼いと判断した場合に、リスクが顕在化する前に対処する仕組み
を、本年度中に、整備予定である。

厚⽣労働省 ○

国⽴研究開発法⼈
国⽴循環器病研究センター

① - 過年度より、関係者に対して、説明会・研修・セミナー等で、研究インテグリティの
確保について(研究活動の国際化・オープン化に関するリスク、政府の対応⽅針や指
針の概要、該当機関における関連ルール等について)説明している。

① - 過年度より、研究活動の国際化・オープン化に伴う利益相反管理・責務相反管理をス
コープに含む利益相反・責務相反に関する規程を整備・運⽤している。

① - 過年度より、国際化・オープン化に関するリスクマネジメントを担う組織を明確にす
る等、研究インテグリティの確保に向けた組織体制を整備している。

① - 過年度より、研究インテグリティの確保に向けて、研究者・職員から報告された情報
をもとに組織としてリスクマネジメントする規程等を整備している。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報の事実関係を客観的に確認する仕組み
を整備している。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報をもとに、リスクを特定・分析した結
果、リスクが⾼いと判断した場合に、リスクが顕在化する前に対処する仕組みを整備
している。

厚⽣労働省 ○

国⽴研究開発法⼈
国⽴成育医療研究センター

① - 過年度より、関係者に対して、説明会・研修・セミナー等で、研究インテグリティの
確保について(研究活動の国際化・オープン化に関するリスク、政府の対応⽅針や指
針の概要、該当機関における関連ルール等について)説明している。

① - 過年度より、研究活動の国際化・オープン化に伴う利益相反管理・責務相反管理をス
コープに含む利益相反・責務相反に関する規程を整備・運⽤している。

① - 過年度より、国際化・オープン化に関するリスクマネジメントを担う組織を明確にす
る等、研究インテグリティの確保に向けた組織体制を整備している。

② (b) 研究インテグリティの確保に向けて、研究者・職員から報告された情報をもとに組織
としてリスクマネジメントする規程等を、本年度中に、整備予定である。

② (b) 研究者・職員から報告された情報の事実関係を客観的に確認する仕組みを、本年度中
に、整備予定である。

② (b) 研究者・職員から報告された情報をもとに、リスクを特定・分析した結果、
リスクが⾼いと判断した場合に、リスクが顕在化する前に対処する仕組み
を、本年度中に、整備予定である。

厚⽣労働省 ○

独⽴⾏政法⼈
国⽴病院機構⼤阪⼑根⼭医療センター

② (a) 本年度より、関係者に対して、説明会・研修・セミナー等で、研究インテグリティの
確保について(研究活動の国際化・オープン化に関するリスク、政府の対応⽅針や指
針の概要、該当機関における関連ルール等について)説明している。

② (b) 研究活動の国際化・オープン化に伴う利益相反管理・責務相反管理に対応するように
利益相反・責務相反に関する規程を、できる限り早期に、整備予定である。

② (b) 国際化・オープン化に関するリスクマネジメントを担う組織を明確にする等、研究イ
ンテグリティの確保に向けた組織体制を、できる限り早期に、整備予定である。

② (b) 研究インテグリティの確保に向けて、研究者・職員から報告された情報をもとに組織
としてリスクマネジメントする規程等を、できる限り早期に、整備予定である。

② (b) 研究者・職員から報告された情報の事実関係を客観的に確認する仕組みを、できる限
り早期に、整備予定である。

② (b) 研究者・職員から報告された情報をもとに、リスクを特定・分析した結果、リスクが
⾼いと判断した場合に、リスクが顕在化する前に対処する仕組みを、できる限り早期
に、整備予定である。

厚⽣労働省

独⽴⾏政法⼈
国⽴病院機構東京病院

② (a) 本年度より、関係者に対して、説明会・研修・セミナー等で、研究インテグリティの
確保について(研究活動の国際化・オープン化に関するリスク、政府の対応⽅針や指
針の概要、該当機関における関連ルール等について)説明している。

② (b) 研究活動の国際化・オープン化に伴う利益相反管理・責務相反管理に対応するように
利益相反・責務相反に関する規程を、できる限り早期に、整備予定である。

② (b) 国際化・オープン化に関するリスクマネジメントを担う組織を明確にする等、研究イ
ンテグリティの確保に向けた組織体制を、できる限り早期に、整備予定である。

② (b) 研究インテグリティの確保に向けて、研究者・職員から報告された情報をもとに組織
としてリスクマネジメントする規程等を、できる限り早期に、整備予定である。

② (b) 研究者・職員から報告された情報の事実関係を客観的に確認する仕組みを、できる限
り早期に、整備予定である。

② (b) 研究者・職員から報告された情報をもとに、リスクを特定・分析した結果、リスクが
⾼いと判断した場合に、リスクが顕在化する前に対処する仕組みを、できる限り早期
に、整備予定である。

厚⽣労働省

独⽴⾏政法⼈
国⽴病院機構相模原病院

② (a) 本年度より、関係者に対して、説明会・研修・セミナー等で、研究インテグリティの
確保について(研究活動の国際化・オープン化に関するリスク、政府の対応⽅針や指
針の概要、該当機関における関連ルール等について)説明している。

② (b) 研究活動の国際化・オープン化に伴う利益相反管理・責務相反管理に対応するように
利益相反・責務相反に関する規程を、できる限り早期に、整備予定である。

② (b) 国際化・オープン化に関するリスクマネジメントを担う組織を明確にする等、研究イ
ンテグリティの確保に向けた組織体制を、できる限り早期に、整備予定である。

② (b) 研究インテグリティの確保に向けて、研究者・職員から報告された情報をもとに組織
としてリスクマネジメントする規程等を、できる限り早期に、整備予定である。

② (b) 研究者・職員から報告された情報の事実関係を客観的に確認する仕組みを、できる限
り早期に、整備予定である。

② (b) 研究者・職員から報告された情報をもとに、リスクを特定・分析した結果、リスクが
⾼いと判断した場合に、リスクが顕在化する前に対処する仕組みを、できる限り早期
に、整備予定である。

厚⽣労働省

国⽴研究開発法⼈
国⽴精神・神経医療研究センター

① - 過年度より、関係者に対して、説明会・研修・セミナー等で、研究インテグリティの
確保について(研究活動の国際化・オープン化に関するリスク、政府の対応⽅針や指
針の概要、該当機関における関連ルール等について)説明している。

① - 過年度より、研究活動の国際化・オープン化に伴う利益相反管理・責務相反管理をス
コープに含む利益相反・責務相反に関する規程を整備・運⽤している。

① - 過年度より、国際化・オープン化に関するリスクマネジメントを担う組織を明確にす
る等、研究インテグリティの確保に向けた組織体制を整備している。

① - 過年度より、研究インテグリティの確保に向けて、研究者・職員から報告された情報
をもとに組織としてリスクマネジメントする規程等を整備している。

② (b) 研究者・職員から報告された情報の事実関係を客観的に確認する仕組みを、本年度中
に、整備予定である。

② (b) 研究者・職員から報告された情報をもとに、リスクを特定・分析した結果、
リスクが⾼いと判断した場合に、リスクが顕在化する前に対処する仕組み
を、本年度中に、整備予定である。

厚⽣労働省 ○

国⽴研究開発法⼈
国⽴⻑寿医療研究センター

① - 過年度より、関係者に対して、説明会・研修・セミナー等で、研究インテグリティの
確保について(研究活動の国際化・オープン化に関するリスク、政府の対応⽅針や指
針の概要、該当機関における関連ルール等について)説明している。

① - 過年度より、研究活動の国際化・オープン化に伴う利益相反管理・責務相反管理をス
コープに含む利益相反・責務相反に関する規程を整備・運⽤している。

① - 過年度より、国際化・オープン化に関するリスクマネジメントを担う組織を明確にす
る等、研究インテグリティの確保に向けた組織体制を整備している。

① - 過年度より、研究インテグリティの確保に向けて、研究者・職員から報告された情報
をもとに組織としてリスクマネジメントする規程等を整備している。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報の事実関係を客観的に確認する仕組み
を整備している。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報をもとに、リスクを特定・分析した結
果、リスクが⾼いと判断した場合に、リスクが顕在化する前に対処する仕組みを整備
している。

厚⽣労働省 ○

国⽴研究開発法⼈
医薬基盤・健康・栄養研究所

① - 過年度より、関係者に対して、説明会・研修・セミナー等で、研究インテグリティの
確保について(研究活動の国際化・オープン化に関するリスク、政府の対応⽅針や指
針の概要、該当機関における関連ルール等について)説明している。

① - 過年度より、研究活動の国際化・オープン化に伴う利益相反管理・責務相反管理をス
コープに含む利益相反・責務相反に関する規程を整備・運⽤している。

① - 過年度より、国際化・オープン化に関するリスクマネジメントを担う組織を明確にす
る等、研究インテグリティの確保に向けた組織体制を整備している。

① - 過年度より、研究インテグリティの確保に向けて、研究者・職員から報告された情報
をもとに組織としてリスクマネジメントする規程等を整備している。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報の事実関係を客観的に確認する仕組み
を整備している。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報をもとに、リスクを特定・分析した結
果、リスクが⾼いと判断した場合に、リスクが顕在化する前に対処する仕組みを整備
している。

厚⽣労働省 ○

独⽴⾏政法⼈
労働者健康安全機構

① - 過年度より、関係者に対して、説明会・研修・セミナー等で、研究インテグティの確
保について(研究活動の国際化・オープン化に関するリスク、政府の対応⽅針や指針
の概要、該当機関における関連ルール等について)説明している。

② (b) 研究活動の国際化・オープン化に伴う利益相反管理・責務相反管理に対応するように
利益相反・責務相反に関する規程を、本年度中に、整備予定である。

② (b) 国際化・オープン化に関するリスクマネジメントを担う組織を明確にする等、研究イ
ンテグリティの確保に向けた組織体制を、本年度中に、整備予定である。

② (b) 研究インテグリティの確保に向けて、研究者・職員から報告された情報をもとに組織
としてリスクマネジメントする規程等を、本年度中に、整備予定である。

② (b) 研究者・職員から報告された情報の事実関係を客観的に確認する仕組みを、本年中
に、整備予定である。

② (b) 研究者・職員から報告された情報をもとに、リスクを特定・分析した結果、リスクが
⾼いと判断した場合に、リスクが顕在化する前に対処する仕組みを、できる限り早期
に、整備予定である。

厚⽣労働省

国⽴研究開発法⼈
農業・⾷品産業技術総合研究機構

① - 過年度より、関係者に対して、説明会・研修・セミナー等で、研究インテグ
リティの確保について(研究活動の国際化・オープン化に関するリスク、政府
の対応⽅針や指針の概要、該当機関における関連ルール等について)説明して
いる。

① - 過年度より、研究活動の国際化・オープン化に伴う利益相反管理・責務相反
管理をスコープに含む利益相反・責務相反に関する規程を整備・運⽤してい
る。

① - 過年度より、国際化・オープン化に関するリスクマネジメントを担う組織を
明確にする等、研究インテグリティの確保に向けた組織体制を整備してい
る。

① - 過年度より、研究インテグリティの確保に向けて、研究者・職員から報告さ
れた情報をもとに組織としてリスクマネジメントする規程等を整備してい
る。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報の事実関係を客観的に確認す
る仕組みを整備している。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報をもとに、リスクを特定・分
析した結果、リスクが⾼いと判断した場合に、リスクが顕在化する前に対処
する仕組みを整備している。

農林⽔産省 ○

国⽴研究開発法⼈
国際農林⽔産業研究センター

① - 過年度より、関係者に対して、説明会・研修・セミナー等で、研究インテグ
リティの確保について(研究活動の国際化・オープン化に関するリスク、政府
の対応⽅針や指針の概要、該当機関における関連ルール等について)説明して
いる。

① - 過年度より、研究活動の国際化・オープン化に伴う利益相反管理・責務相反
管理をスコープに含む利益相反・責務相反に関する規程を整備・運⽤してい
る。

① - 過年度より、国際化・オープン化に関するリスクマネジメントを担う組織を
明確にする等、研究インテグリティの確保に向けた組織体制を整備してい
る。

① - 過年度より、研究インテグリティの確保に向けて、研究者・職員から報告さ
れた情報をもとに組織としてリスクマネジメントする規程等を整備してい
る。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報の事実関係を客観的に確認す
る仕組みを整備している。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報をもとに、リスクを特定・分
析した結果、リスクが⾼いと判断した場合に、リスクが顕在化する前に対処
する仕組みを整備している。

農林⽔産省 ○

国⽴研究開発法⼈
森林研究・整備機構

① - 過年度より、関係者に対して、説明会・研修・セミナー等で、研究インテグ
リティの確保について(研究活動の国際化・オープン化に関するリスク、政府
の対応⽅針や指針の概要、該当機関における関連ルール等について)説明して
いる。

② (b) 研究活動の国際化・オープン化に伴う利益相反管理・責務相反管理に対応す
るように利益相反・責務相反に関する規程を、本年度中に、整備予定であ
る。

② (b) 国際化・オープン化に関するリスクマネジメントを担う組織を明確にする
等、研究インテグリティの確保に向けた組織体制を、本年度中に、整備予定
である。

② (b) 研究インテグリティの確保に向けて、研究者・職員から報告された情報をも
とに組織としてリスクマネジメントする規程等を、本年度中に、整備予定で
ある。

② (b) 研究者・職員から報告された情報の事実関係を客観的に確認する仕組みを、
本年度中に、整備予定である。

② (b) 研究者・職員から報告された情報をもとに、リスクを特定・分析した結果、
リスクが⾼いと判断した場合に、リスクが顕在化する前に対処する仕組み
を、本年度中に、整備予定である。

農林⽔産省 ○

国⽴研究開発法⼈
⽔産研究・教育機構

② (a) 本年度より、関係者に対して、説明会・研修・セミナー等で、研究インテグ
リティの確保について(研究活動の国際化・オープン化に関するリスク、政府
の対応⽅針や指針の概要、該当機関における関連ルール等について説明して
いる。

② (a) 本年９⽉より、研究活動の国際化・オープン化に伴う利益相反管理・責務相
反管理をスコープに含む利益相反・責務相反に関する規程を、整備してい
る。

① - 過年度より、国際化・オープン化に関するリスクマネジメントを担う組織を
明確にする等、研究インテグリティの確保に向けた組織体制を整備してい
る。

① - 過年度より、研究インテグリティの確保に向けて、研究者・職員から報告さ
れた情報をもとに組織としてリスクマネジメントする規程等を整備してい
る。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報の事実関係を客観的に確認す
る仕組みを整備している。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報をもとに、リスクを特定・分
析した結果、リスクが⾼いと判断した場合に、リスクが顕在化する前に対処
する仕組みを整備している。

農林⽔産省 ○

国⽴研究開発法⼈
産業技術総合研究所

① - 過年度より、関係者に対して、説明会・研修・セミナー等で、研究インテグ
リティの確保について(研究活動の国際化・オープン化に関するリスク、政府
の対応⽅針や指針の概要、該当機関における関連ルール等について)説明して
いる。

① - 過年度より、研究活動の国際化・オープン化に伴う利益相反管理・責務相反
管理をスコープに含む利益相反・責務相反に関する規程を整備・運⽤してい
る。

① - 過年度より、国際化・オープン化に関するリスクマネジメントを担う組織を
明確にする等、研究インテグリティの確保に向けた組織体制を整備してい
る。

① - 過年度より、研究インテグリティの確保に向けて、研究者・職員から報告さ
れた情報をもとに組織としてリスクマネジメントする規程等を整備してい
る。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報の事実関係を客観的に確認す
る仕組みを整備している。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報をもとに、リスクを特定・分
析した結果、リスクが⾼いと判断した場合に、リスクが顕在化する前に対処
する仕組みを整備している。

経済産業省 ○

国⽴研究開発法⼈
⼟⽊研究所

② (b) 関係者に対して、説明会・研修・セミナー等で、研究インテグリティの確保
について(研究活動の国際化・オープン化に関するリスク、政府の対応⽅針や
指針の概要、該当機関における関連ルール等について)、本年度中に、説明予
定である。

① - 過年度より、研究活動の国際化・オープン化に伴う利益相反管理・責務相反
管理をスコープに含む利益相反・責務相反に関する規程を整備・運⽤してい
る。

① - 過年度より、国際化・オープン化に関するリスクマネジメントを担う組織を
明確にする等、研究インテグリティの確保に向けた組織体制を整備してい
る。

② (b) 研究インテグリティの確保に向けて、研究者・職員から報告された情報をも
とに組織としてリスクマネジメントする規程等を、本年度中に、整備予定で
ある。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報の事実関係を客観的に確認す
る仕組みを整備している。

② (b) 研究者・職員から報告された情報をもとに、リスクを特定・分析した結果、
リスクが⾼いと判断した場合に、リスクが顕在化する前に対処する仕組み
を、本年度中に、整備予定である。

国⼟交通省 ○

国⽴研究開発法⼈
建築研究所

① - 過年度より、関係者に対して、説明会・研修・セミナー等で、研究インテグ
リティの確保について(研究活動の国際化・オープン化に関するリスク、政府
の対応⽅針や指針の概要、該当機関における関連ルール等について)説明して
いる。

① - 過年度より、研究活動の国際化・オープン化に伴う利益相反管理・責務相反
管理をスコープに含む利益相反・責務相反に関する規程を整備・運⽤してい
る。

① - 過年度より、国際化・オープン化に関するリスクマネジメントを担う組織を
明確にする等、研究インテグリティの確保に向けた組織体制を整備してい
る。

② (b) 研究インテグリティの確保に向けて、研究者・職員から報告された情報をも
とに組織としてリスクマネジメントする規程等を、本年度中に、整備予定で
ある。

② (b) 研究者・職員から報告された情報の事実関係を客観的に確認する仕組みを、
本年度中に、整備予定である。

② (b) 研究者・職員から報告された情報をもとに、リスクを特定・分析した結果、
リスクが⾼いと判断した場合に、リスクが顕在化する前に対処する仕組み
を、本年度中に、整備予定である。

国⼟交通省 ○

国⽴研究開発法⼈
海上・港湾・航空技術研究所

① - 過年度より、関係者に対して、説明会・研修・セミナー等で、研究インテグ
リティの確保について(研究活動の国際化・オープン化に関するリスク、政府
の対応⽅針や指針の概要、該当機関における関連ルール等について)説明して
いる。

① - 過年度より、研究活動の国際化・オープン化に伴う利益相反管理・責務相反
管理をスコープに含む利益相反・責務相反に関する規程を整備・運⽤してい
る。

① - 過年度より、国際化・オープン化に関するリスクマネジメントを担う組織を
明確にする等、研究インテグリティの確保に向けた組織体制を整備してい
る。

① - 過年度より、研究インテグリティの確保に向けて、研究者・職員から報告さ
れた情報をもとに組織としてリスクマネジメントする規程等を整備してい
る。

② (b) 研究者・職員から報告された情報の事実関係を客観的に確認する仕組みを、
できる限り早期に、整備予定である。

① - 過年度より、研究者・職員から報告された情報をもとに、リスクを特定・分
析した結果、リスクが⾼いと判断した場合に、リスクが顕在化する前に対処
する仕組みを整備している。

国⼟交通省 ○

国⽴研究開発法⼈
国⽴環境研究所

① - 過年度より、関係者に対して、説明会・研修・セミナー等で、研究インテグ
リティの確保について(研究活動の国際化・オープン化に関するリスク、政府
の対応⽅針や指針の概要、該当機関における関連ルール等について)説明して
いる。

① - 過年度より、研究活動の国際化・オープン化に伴う利益相反管理・責務相反
管理をスコープに含む利益相反・責務相反に関する規程を整備・運⽤してい
る。

① - 過年度より、国際化・オープン化に関するリスクマネジメントを担う組織を
明確にする等、研究インテグリティの確保に向けた組織体制を整備してい
る。

② (b) 研究インテグリティの確保に向けて、研究者・職員から報告された情報をも
とに組織としてリスクマネジメントする規程等を、本年度中に、整備予定で
ある。

② (b) 研究者・職員から報告された情報の事実関係を客観的に確認する仕組みを、
本年度中に、整備予定である。

② (b) 研究者・職員から報告された情報をもとに、リスクを特定・分析した結果、
リスクが⾼いと判断した場合に、リスクが顕在化する前に対処する仕組み
を、本年度中に、整備予定である。

環境省 ○
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